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要旨：音韻情報処理過程に障害を有する発達性 Dyslexia 児 1 症例の漢字書字における誤反応を，音

































が有力視されている 1, 2）．一方，大石ら 4）のように，
日本語話者における音韻処理障害を起因とする発達














高知赤十字病院医学雑誌　第 2 4 巻　第 1 号　21―28　2 0 1 9 年





































が，言語発達では始語 1 歳半，二語文 3 歳前と遅れ
がみられた．視覚，聴覚に問題はみられなかった．




断検査では SS 平均値 34（聴覚 – 音声回路 SS 平均
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11 8 8 8 11 10 9 5 12 9 8 6 11 6 14
19 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
18 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
17 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
16 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
15 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
14 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
13 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
12 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
11 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
10 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
9 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
8 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
7 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
6 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
5 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
3 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・





表 1 各種検査結果 
項目 結果 




音読時間 26.7秒（+0.2SD）読み誤り 5個（+6.0SD） 
②単語速読 
1)有意味語 音読時間 24.9秒（+1.0SD）読み誤り 3個（+9.0SD） 
2)無意味語 音読時間 80.1秒（+5.3SD）読み誤り 5個（+2.5SD） 
③単文音読検査 
音読時間 16.1秒（+4.1SD）読み誤り 0個 
音韻課題（CA12:0） 
逆唱正答率 60％ 平均反応時間 3.5秒 
(小学 5年生平均正答率 97％,6歳平均反応時間 3.4秒) 
（大石ら 1999） 
ROCFT（CA12:4） 模写 34点 直後再生 29点 遅延再生 31点 
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ひらがな，カタカナは 1 文字，単語ともに 20/20 正
答であった．書取は ,1 文字においてひらがな 19/20






5 問（計 15 問），有意味語と無意味語をそれぞれ実
施した（計30問）．有意味語では，正答率60％，平
均反応時間は 3.5 秒，無意味語では正答率 47％, 平
均反応時間は 3 秒であった．なお，大石ら 4）の報告
では，有意味語の単語逆唱における健常児のデータ
は，平均正答率が小学 5 年生で 97％，平均反応時
間は小学6年生で3.4秒であった．
５）レイの複雑図形テスト（CA12：4）（以下，ROCFT）
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図 　 I C- Ⅳプロ ル
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た場合，喜楽研課題では，1 年生用 2.1cm 四方，2・

























1 年生用では 65 文字中 58 文字正答（ 正答率
89.2％），2 年生用では 100 文字中 50 文字正答（正答
率 50.0％），3 年生用は 100 文字中 17 文字正答（正
答率 17.0％）であった．計 140 文字の誤答中，無答
























表 2 誤反応分類および誤反応例（井村ら，2011を一部改変） 
































































字 2 文字（3.8％），形態的類似文字 8 文字（15.4％），

































DD 群および N 群と本児の誤反応分類の結果を
比較したものを図2に示した．























表 2 誤反応分類および誤反応例（井村ら，2011を一部改変） 
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Ⅵ . 考察
１．先行研究と本児における誤反応の差異の要因






















































図 2 先行研究と本児の誤反応分類結果の比較 
 
図 3 Seidenbergら 26)の単語処理モデル（左）と本児の誤り方の機序 















































図 2 先行研究と本児の誤反応分類結果の比較 
 
図 3 Seidenbergら 26)の単語処理モデル（左）と本児の誤り方の機序 
（Seidenberg et al 1989を一部改変） 
同音異字・類音異字
意味的関連文字
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